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両津地区願の大野亀で、「佐渡カンゾウまつり」が開催されました。
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わせてご覧ください。）

さどさど
2015
（平成27年）

№138
8月号



2

◇職員不祥事のお詫びと今後の対策◇
　この度、市職員による違法行為が生じましたこと
を、市民の皆さまに改めて深くお詫び申し上げます。
　今回の事案では、時間外勤務手当の水増し受領、
架空請求書による公金の不適正支出、社会教育施設
の入館料等の着服、そしてセクシャルハラスメント

（セクハラ）が発生しました。
　これらの違法行為発生の原因には、職員本人の公
務員としての自覚および法令順守意識の欠如に加え、
佐渡市役所として不祥事を起こさせないための組織
マネージメントや事務システムの安易な運用があっ
たと考えています。
　今回の不祥事に関する対策を、下記のようにまと

めました。現在は、管理職による組織や事務の管理
を徹底し、不正のない、不正のできない職場環境づ
くりに取り組むとともに、市役所内部で検討したこ
れらの再発防止対策を外部の有識者の皆さまにより
検証していただいています。
　今後は、この外部検証会議委員のご意見を参考に、
８月末までに再発防止対策を確定し、速やかに実施
してまいります。また、市民の皆さまからいただき
ました多くのお叱りの声を真摯に受け止め、職員一
丸となって、市民の皆さまから真に信頼される佐渡
市職員、佐渡市役所となるよう取り組んでまいりま
す。

 
1　具体的な再発防止対策
案件 原因 対策

時間外勤務
手当の不正
受給

①�　管理職職員による時間外勤務の実態把
握など事務管理が不足していた。

②�　職員の退庁時刻を担保する登退庁シス
テムであるにもかかわらず、退庁時の同
システムへの入力が徹底されていなかっ
た。

③�　管理職職員による組織管理、事務管理
が疎かになっていた。事務管理は担当職
員に任せきりの組織体質であったため、
時間外勤務の必要性等についても担当職
員の判断に任せきりであった。

①�　管理職職員による時間外勤務の必要性
の確認・事前命令の徹底（時間外勤務管理
システムの事後入力規制などの改修）。

②�　登退庁システム（出勤簿・登退庁簿を含
む。）による退庁時刻の記録の徹底（専用
カードを忘れた際は、具体的な登退庁時刻
をすみやかに管理職職員に申告する。）

③�　管理職職員による職場管理を徹底する。
管理職職員は、時間外勤務の必要性等を
把握したうえで、原則としてひとり残業をな
くし、係または課での複数体制での時間外
勤務とする。このことにより、時間外勤務
の効率化と計画性を推進する。

予算の不正
支出

①�　支出伝票にある物品購入の際の検収者
が名目的なものであった。検収をしたこ
との実質的証拠がなく、購入者の口頭で
の申告で済ませていた。

②�　他課に予算を融通する体質があった。

①�　予算執行時の「検収」の徹底（職員２
人による実際の検収を行う。納品書また
は請求書への検収した職員の明示・押
印。）

②　予算の他課への流用はしない。

セクハラ�
行為

①�　管理職職員による部下職員の安心安全
に対する配慮が足りなかった。

②�　まわりの職員がセクハラ被害の実態を
認識していなかった。

①　管理職職員による職場管理の徹底
②　セクハラ防止対策通知の再度周知
③�　メンタルヘルス・ハラスメントセミ

ナーの実施

公金横領

①�　財務規則にある歳入現金の取扱基準を
怠っていた。複数の職員による現金納入
の確認を怠っていた。

②�　マニュアルは存在したが職場環境に応
じた具体的で実効性のある現金取扱マ
ニュアルがなかった。

①�　現金取扱実態調査の実施（その他の不
正行為の有無確認）

②�　具体的で実効性のある現金取扱マニュ
アルの策定（基本マニュアルを会計課で
作成し、各課の実情により修正マニュア
ルを策定する。）

佐渡市民の皆さまへ
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2　包括的な再発防止対策
案件 対策 スケジュール

外部検証会議
による検証

①�　目的：これまでの市による調査結果および再発防止対策なら
びに倫理規定等の事後対策について、評価、検証、意見具申する。

②�　効果：専門家の参加により対策の精度を高め、他方、市民目
線での意見の集約を図る。

③　構成：弁護士、税理士、司法書士、新潟大学教員

６月30日発足
８月末までに最大７
回の会議を実施

管理職研修

【外部講師を招いての自主的研修】
①�　職員の不祥事発生は、管理職職員の部下職員の管理、事務事

業管理といった掌握力の不足が一つの要因と判断する。そのた
め、管理職職員の意識改革と具体的管理手法の習得を目的とし
て管理職研修を実施する。

②　研修は、課長等管理職職員により自主運営する。
　※研修費用は、課長等の自己資金で捻出する。

８月20日初回開催
研修期間は約６か月
間（８月から翌年２月
まで）

【管理職相互による勉強会】
①　管理職政策勉強会を毎月 1 回開催
②　政策課題その他課題の認識共有、意見交換

７月以降月１回開催

「目安箱」の
設置

①　職員からの意見集約窓口（「目安箱」）の設置
②　職員から副市長または総務課長へのホットライン
　※記名不要

４月30日設置

服務規律の
周知・徹底

①　服務規律の再度周知
②　具体的事例の提示
③　周知徹底による職員の相互牽制

ハンドブックを作成し、
配布する。

懲戒基準の
見直し

①　遅刻早退等服務規律違反の具体化、明確化
②　非違行為としてのパワーハラスメント行為を追加
③　管理職職員の管理監督責任の強化

７月１日改正

市が所有する土地・建物をお売りします
一般競争入札による売払物件

物件番号 所在地 種別 (地目・構造 ) 登記地積
および床面積 予定価格

27‐1

相川下戸村 141 番 3 土地 ( 宅地 ) 555.30㎡

14,076,000 円

相川下戸村 140 番 2 土地 ( 田 ) 12㎡
相川下戸村 141 番 8 土地 ( 雑種地 ) 3.65㎡
相川下戸村 450 番 土地 ( 宅地 ) 380.40㎡

相川下戸村 141 番 3

建物 ( 鉄骨鉄筋コン
クリート造２階建 )

1 階 259.25㎡
2 階 203.59㎡

建物 ( 木造平家建 ) 42.00㎡
建物 ( 木造平家建 ) 22.05㎡

　申し込み方法、売払物件、契約条項などの詳細は、実施要領でご確認ください。実施要領は、窓口で配
布するほか、佐渡市ホームページ（https://www.city.sado.niigata.jp/）でもご覧いただけます。
実施要領配布・募集受付窓口
　○市役所財務課管財係（本庁舎３階）（配布・受付）　○各支所・各行政サービスセンター（配布のみ）
入札日　９月 18 日㈮
お申し込み・お問い合わせ　市役所財務課　庁舎整備室　管財係　☎６３－３１１４

募集受付期間
　８月10日㈪～９月10
日㈭
　窓口では午前８時30
分から午後５時30分ま
で受け付けます。（土、日
を除く。）
　郵送の場合は、９月
10日㈭午後５時30分必
着とします。
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第
２
次
佐
渡
市
男
女
共
同
参
画
計
画　

　
～一人
ひ
と
り
が「
自
分
ら
し
く
」輝
け
る
島
へ
～
を
策
定
し
ま
し
た
④

前
号
に
引
き
続
き
、今
回
は
基
本
目
標
Ⅳ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

基�

本
目
標
Ⅳ
　
男
女
が
共
に
参
画
で
き

る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

男
女
が
均
等
に
政
治
的
、経
済
的
、社
会

的
お
よ
び
文
化
的
に
関
わ
り
、共
に
責
任

を
担
う
べ
き
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
に
は
、市
民
生
活
に
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
、男
女
が
あ

ら
ゆ
る
意
思
決
定

の
場
に
関
わ
り
、共

に
責
任
を
担
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

ま
た
、男
女
共

同
参
画
は
女
性
の

み
の
問
題
で
は
な

く
、す
べ
て
の
人
に

当
て
は
ま
る
も
の

で
あ
り
、男
性
、高

齢
者
、障
が
い
者
、

在
住
外
国
人
等
、

あ
ら
ゆ
る
立
場
の

人
が
社
会
に
参
画

で
き
る
よ
う
に
、社

会
的
条
件
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

1�

あ
ら
ゆ
る
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の

女
性
参
画
の
促
進

⑴　

行
政
の
役
割

　
・�

各
種
附
属
機
関
・
懇
談
会
・
団
体
等
に

お
け
る
女
性
の
積
極
的
な
登
用

　
・�

地
域
の
活
動
団
体
に
お
け
る
女
性
参

画
の
促
進

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

①�　

市
議
会
や
附
属
機
関
・
懇
談
会
等

に
女
性
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　

②�　

地
域
の
活
動
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等

に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

2�

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

⑴　

行
政
の
役
割

　
・�

男
性
に
対
す
る
男
女
共
同
参
画
の
理

解
の
啓
発

　
・�

男
性
の
家
事
・
育
児
・
介
護
等
へ
の
参
画

の
促
進

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

①�　

男
女
共
同
参
画
は
女
性
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
男
性
も

理
解
し
、積
極
的
に
家
事
・
育
児
・
介

護
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

②�　
「
男
性
だ
か
ら
」と
い
う
意
識
に
と

ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

3�

高
齢
者
・
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
し
く
み
づ
く
り

⑴　

行
政
の
役
割

　
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
社
会
参
画
支
援

　
・�

高
齢
者
・
障
が
い
者
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
看
護
・
介
護
体
制

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

①�　

高
齢
者
・
障
が
い
者
も
地
域
の
一
員

と
し
て
認
識
し
、地
域
全
体
で
助
け

合
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

4�

防
災・災
害
復
興
へ
の
女
性
参
画
の
促
進

⑴　

行
政
の
役
割

　

�　

防
災
・
災
害
復
興
活
動
に
お
け
る
女

性
参
画
の
促
進

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

①�　

自
主
防
災
組
織
で
は
、女
性
に
配

慮
し
た
避
難
体
制
を
普
段
か
ら
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う

5�

国
際
理
解
と
在
住
外
国
人
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
促
進

⑴　

行
政
の
役
割

　
・�

多
文
化
共
生
を
進
め
る
教
育
支
援
事

業
の
推
進

　
・�

多
文
化
共
生
を
進
め
る
生
活
支
援
事

業
の
推
進

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

①�　

佐
渡
に
住
む
外
国
人
の
文
化
や
習

慣
を
理
解
し
、外
国
人
を
地
域
の
一
員

と
し
て
認
め
、お
互
い
に
協
力
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
合
政
策
課
人
口
減
少
対
策
室

　

☎
63
―
３
８
０
２

指標 算出
方法等

現状
（平成25年度）

目標
（平成31年度）

市の附属機関・懇談会等における
女性の登用割合

総合政策
課調べ 27.9％ 35％

男性の平日1日の生活時間のうち、
家事・育児・介護などの平均時間

市民
意識調査 1時間43分 2時間

佐
渡
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

 

選
挙
人
名
簿
の 

　
　
登
録
申
請
を 

　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
９

月
１
日
現
在
で
、「
佐
渡
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
を

調
製
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
は
各
漁
業
協
同
組

合
か
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

対�

象　
満
20
歳
以
上
の
方
（
平
成
６

年
12
月
６
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
で
、
１
年
間
に
90
日
以
上

漁
船
を
使
用
す
る
漁
業
を
営
む
方
、

ま
た
は
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を

使
用
し
て
行
う
水
産
動
植
物
の
採

捕
も
し
く
は
養
殖
に
従
事
す
る
方

申
請
期
限　
９
月
５
日
㈯

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
63
―
３
１
１
１
（
代
表
）
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　児童扶養手当　

　父母の離婚など、父または母と生計を同じくして
いない児童 ( ※ ) が育成される家庭（ひとり親家庭）
の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図
るために支給される手当です。
※�児童とは18歳到達後、最初の３月末までの間にある児童（一

定の障がいがある場合は20歳の誕生日の前日まで）をいい
ます。

○対象となる方
　次のいずれかに該当する児童を養育する父、母
または養育者で、所得制限などの一定の条件を満
たしている方

　・ 父母が婚姻を解消した児童
　・ 父または母が死亡した児童
　・ 父または母が重度の障がい者である児童
　・ 父または母の生死が明らかでない児童
　・ 母が未婚で出生した児童
　・ �父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受け

た児童
　・ �父または母から引き続き１年以上遺棄されてい

る児童
　・ 父・母ともに不明である児童（孤児など）

○受給者の方は、現況届の提出をお願いします
　この手当の受給者は、毎年８月中に「現況届」を
提出しなければなりません。この届の提出がないと
８月分以降の手当が受けられなくなりますので、必
ず期間内に手続きをお願いします。対象となる方に
は７月末に案内を送付しました。

　ひとり親家庭等医療費助成　

　ひとり親家庭等に対し、医療費の本人負担分の一
部を助成する制度です。

○対象となる方
　・ 母子家庭・父子家庭の父母と児童
　・ �父母のいない児童を養育している者と児童 

など
　ただし、このような児童を養育していても、所
得制限などの一定の条件が満たされていなければ、
助成要件には該当しません。

○�受給者の方は、受給者証の更新申請をお願いしま
す
　この制度の受給者は、毎年８月中に「受給者証
の更新」の手続きをしなければなりません。この
手続きがないと 10 月分からの助成が受けられな
くなりますので、必ず期間内に手続きをお願いし
ます。対象となる方には７月末に案内を送付しま
した。

　どちらの制度もご本人様からの申請が必要と
なります。
　詳しくは、市役所社会福祉課　子育て支援室
子育て支援係（☎６３－５１１３）または、各
支所市民課・各行政サービスセンターへお問い
合わせください。

「簿記３級 講習会」の受講生を募集します
　簿記は「企業の家計簿」ともいわれ、すべての
ビジネスシーンで欠くことのできないものです。
簿記の知識は、財務諸表を読み取るだけではなく、
企業、団体、個人経営の経理業務に大いに役立つ
ものです。あなたも、スキルアップや就職・転職
のために、会計事務の知識を学んでみませんか？
開催日　９月３日㈭～ 11 月５日㈭ 
　　　　毎週火・木曜日 全 17 回 (34 時間 )
時　間　午後６時 30 分～８時 30 分
会　場　佐渡高等職業訓練校
参加費　授業料５千円、教科書代２千円
定　員　�10 人（定員になり次第締め切らせてい

ただきます。）

申込方法
①�佐渡高等職業訓練校にお出でいただき申込書に

ご記入のうえ提出
②�佐 渡 高 等 職 業 訓 練 校 ホ ー ム ペ ー ジ（http://

www.sadokunrenkou.jp/）から申込書をダウン
ロードしてご記入のうえ、持参・郵便・ファッ
クスで提出

お申し込み・お問い合わせ
　佐渡高等職業訓練校
　☎５７－１２１２　ＦＡＸ５７－１２１３
　〒 952-1311　佐渡市八幡 2001 番地 1
　メール：sado-kunrenkou@bz04.plala.or.jp

　子育て支援室からのお知らせ　

ひとり親家庭等を支援する２つの制度をご紹介します
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国民健康保険に関するお知らせ 市役所市民生活課 国保係 ☎６３－５１１2
平成27年度国民健康保険税率が決定しました

　今後も皆さんが安心して医療を受けるための保険給付費等を確保するために、今年度の税率は以下のと
おりとなりましたので、ご理解とご協力をお願いします。
　年度途中で、加入・脱退した場合は月割計算となります。

区分 医療分 後期高齢者支援金分 介護分

所得割額 国保加入者の課税標準額※

に対し 9.68％
国保加入者の課税標準額※

に対し 4.06％
40 歳～ 64 歳の国保加入者の
課税標準額※に対し 3.39％

均等割額 国保加入者１人につき
19,800 円

国保加入者１人につき
12,000 円

40 歳～ 64 歳の国保加入者
１人につき 12,500 円

平等割額 国保加入世帯１世帯につき
17,800 円

限度額 520,000 円 170,000 円 160,000 円
（※ 課税標準額＝前年の総所得金額－基礎控除額 33 万円）

平成27年度の納税通知書・特別徴収開始通知書を８月14日に送付します
　納税通知書がお手元に届きましたら、必ず開封して内容をご確認いただき、ご不明な点がございました
らお問い合わせください。
　特別徴収開始通知書は、年金からの天引き額のお知らせですので、通知書にて保険税を納付する必要は
ありません。

特別徴収を口座振替に変更できます
　国保に加入している方全員（世帯主含む）が 65 歳以上 75 歳未満で一定の条件を満たしている場合は、
保険税を年金からの天引き（特別徴収）により納めていただくこととなりますが、申出により口座振替に
変更することができます。
　市役所窓口で納付方法変更申出書を提出していただくほか、金融機関等の窓口で口座振替の申し込みが
別に必要となります。

　注意事項
　・随時、申出をお受けしていますが、申出時期により口座振替への切替え時期が異なります。
　・納付状況によって口座振替への変更をお受けできない場合がございますのでご了承ください。
　・口座振替へ変更後、滞納が生じた場合は特別徴収へ切り替わります。

便利な口座振替を推進しています！
　口座振替納付は、あなたの指定された預貯金口座から納期限の日に自動引落で納税する便利で確実な制
度です。

申込方法	� 市内の金融機関の窓口に申込用紙を備え付けてありますので、お取引のある金融機関へ、 
納税通知書・通帳・届出印をご持参のうえ、お申し込みください。

	� 第四銀行、北越銀行、大光銀行、新潟縣信用組合、新潟大栄信用組合、新潟県労働金庫、 
佐渡農協、羽茂農協、新潟県信用漁業協同組合連合会、ゆうちょ銀行

注意事項	 ・ 申込した月（月末締切）の翌月分から振替納付できます。 
	 ・ 納期限を過ぎた税については振替できません。 
	 ・ 納税義務者が変更となった場合には、新たに申込が必要になります。

取扱金融�
機関等
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倒産・解雇などにより離職された方（特定受給資格者）や 
雇い止めなどにより離職された方（特定理由離職者）の軽減措置
　対 象 者	 次のすべての条件を満たす方
	 １．平成 21 年３月 31 日以降に失業した人
	 ２．失業時点で 65 歳未満の人
	 ３．雇用保険の特定受給資格者または特定理由離職者
　　　　　　　　※ �特定受給資格者または特定理由離職者であるかは、雇用保険受給資格者証の離職理由コードで確認します。

　　　　　　　　　　　特定受給資格者理由コード：11、12、21、22、31、32
　　　　　　　　　　　特定理由離職者理由コード：23、33、34

　軽減内容	 前年の給与所得を 30 ／ 100 とみなして保険税の計算を行います。
　軽減期間	 離職日の翌日の属する月から翌年度末までの期間です。
　申告方法	� 保険証・雇用保険受給資格者証、印鑑を持参のうえ、市役所市民生活課国保係または各支所・

行政サービスセンター税務窓口で、申告書を記入し提出してください。

保険税および医療機関等での窓口負担の減免
　国民健康保険の被保険者の方が、風水害や火災、事業の休廃止や失業等の事由で、一時的に保険税の納
付や医療機関等での支払いが困難になった場合、申請していただくことにより負担が軽減される場合があ
ります。詳しくは、お問い合わせください。

東北電力㈱ 佐渡営業所からのお願い
今年の夏も『省エネ』にご協力をお願いします
　佐渡島では、島内で発電した電気のみをご使用いただいているため、使用できる量に限りがあります。
　夏場は、気温の上昇に伴う冷房使用や、観光客・帰省客が増加するため、電力の需要がピークとなります。
引き続き無理のない範囲での『省エネ』の取り組みをお願いいたします。

★たとえば、エアコン
■�使用する場合は、28℃を目安に 

設定温度を２℃上げる 
☞　約130ワットの節電

■使用を止めて扇風機を使用 
　☞　約600ワットの節電

さらに省エネ！
①�フィルターを定期的に（２週間

に１回程度）掃除しましょう。
②�室外機の周囲に物を置かないよ

うにして、放熱しやすくしましょう。
③�除湿運転や頻繁な電源のオン・

オフは消費電力の増加につなが
るので注意しましょう。

★その他にできることは？
■日中の消灯、夜間も点灯は最小限に 
　☞　約60ワットの節電
■�炊飯器の保温をストップし、 

ご飯は冷蔵庫で保存する 
☞　約25ワットの節電

■温水洗浄便座は暖房などを停止 
　☞　約５ワットの節電

さらに省エネ！
①�リモコンの電源ではなく、本体の

主電源を切りましょう。長時間使
わない機器はコンセントからプラ
グを抜きましょう。

②�テレビは省エネモードに設定し、
画面の輝度を下げ、必要なとき
以外は消しましょう。

③�パソコンを使わないときは電源
を切りましょう。

愛犬家の皆さまへの�
お願い

　電気メーターの検針時、
犬にかまれる災害が発生し
ています。夏場に飼い犬の
つなぎ場所を変える場合は、
安全確保のため、次のこと
にご協力をお願いします。
○�飼い犬には必ず引き綱を

つけてください。
○�検針時には、つなぎ場所

をメーターや玄関・ポス
ト付近から移動してくだ
さい。（毎月の検針日は
「電気ご使用量のお知ら
せ」をご覧ください。）

○�定期的に、引き綱、鎖、首
輪切れ、つなぎ個所の点
検をお願いします。

お問い合わせ　東北電力㈱コールセンター
　緊急・停電時　☎０１２０－１７５－３６６ 
　そ の 他　☎０１２０－１７５－４６６
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■救急医療情報キットとは
　高齢者や障がいのあ
る方の安全・安心を確
保するため、「かかりつ
け医」「薬剤情報提供書

（写）」「持病」などの情
報や、「診察券（写）」「健
康保険証（写）」などの
情報を専用の容器(キットボトル)に入れ、自宅に保
管しておくことで、万一の救急時に迅速な救命対応
につなげるものです。

■救急医療情報キットの導入方法
①�集落・町内会等の代表からの要望により、希望の

集落センター等に説明に伺います。救急医療情
報キットのサンプルを提示しますので、多くの住
民の皆さんに参加していただきたいです。

②�集落等で、①の説明を踏まえて、導入の検討を
行ってください。

③�地区の代表者が市役所高齢福祉課または各支
所・サービスセンターに申請を行ってください。

④�容器に入れる情報内容を話し合うことで、情報の
共有化と互助の見守り体制を構築します。

■申請受付日　  ９月15日㈫～
■配布開始日　10月   １日㈭～

■お申し込み・お問い合わせ
　市役所高齢福祉課高齢福祉係　☎６３－３７９０
　または、各支所・行政サービスセンター

スポーツ振興くじ助成金で赤泊多目的グラウンドを整備しました
　赤泊臨海運動公園内にある赤泊多目的グラウン
ドは、長年、風の影響を受け表土が飛ばされるな
ど下層の砕石がところどころ露出していましたが、
このたび、独立行政法人日本スポーツ振興セン
ターのスポーツ振興くじ（toto）助成金の交付を
受けて、表土の入替えなどグラウンド整備を実施
しました。
　この整備により、施設利用者の安全で快適なス
ポーツ環境が整備されました。
　ぜひ、赤泊多目的グラウンドをご活用ください。

お問い合わせ　教育委員会社会教育課社会体育係
　サンテラ佐渡スーパーアリーナ
　☎６７－７６４５　　FAX ６７－７６４６

「地域見守り事業」を実施します
　住み慣れた地域で、安心して暮らし続けること
は、私たち誰しもの願いです。
　安全で安心して暮らすことのできる地域づく
りを目指して次の３つの「見守り」を実施しま
す。地域のつながり、お互いを思う気持ちを大切に、
暮らしましょう。

①市と協定を結んだ事業者による
　宅配での見守り

　８月、12 月（予定）に郵便局およびヤマト運
輸が見守り配達物を一人暮らし高齢者世帯等に
お届けします。

　また、総合生協でも随時見守り活動を実施し
ます。

②高齢者等の金融機関における見守り
　地域の中で支援が必要と思われる方が安心し
て生活できるために、金融機関等での “ 特殊詐欺 ”
の防止等を通じて見守り活動を強化します。

③救急医療情報キット導入による
　地域での見守り

　救急医療情報キットは、羽茂本郷地区を対象
とした安全安心地域推進事業で導入され、その
集落のすべての方が参加することで、地域見守
りの一助となりました。
　地域の体制を見直し、再構築していくことを
目的としています。
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  ９月は「がん征圧月間」  �
いつもの暮らしに、

　国民の２人に１人ががんになり、３人に１人が
がんで亡くなっています。
　初期のがんは自覚症状がありません。検診では、
初期段階のがんを発見することができます。
　早期に適切な治療を受けることで、体への負担を
少なくすることができるとともに、生存率も大きく高
まります。
　９月は「がん征圧月間」です。この機会に、が
ん検診を受けてみませんか。

お問い合わせ　市役所市民生活課　健康推進室 
　　　　　　　健康増進係　☎６３－３１１５

９月・10 月のがん検診日程
胃がん大腸がん同時実施

（受付時間：午前８時～ 10 時）

9 月   7 日㈪
〜 11 日㈮ 両津地区公民館

  ９月 28 日㈪ 鷲崎ふれあいセンター
  ９月 29 日㈫ ふどうさん会館
  ９月 30 日㈬ 岩首連絡所
10 月   １日㈭ 野浦公民館
10 月   ２日㈮ 両津地区公民館
10 月   ６日㈫

～９日㈮ 金井コミュニティセンター

乳がん子宮がん同時実施
（受付時間：午前９時～ 10 時、午後１時～２時）

９月１日㈫～２日㈬ アミューズメント佐渡
９月３日㈭～４日㈮ 畑野農村環境改善センター
※４日㈮の受付時間は午前９時～ 10 時まで。

受診で早期発見！ がん検診 を。

鼓童 佐渡特別公演2015-秋- 島民早割のお知らせ【チケット発売中】
公演スケジュール
開演時間 9/19 ㈯ 9/20 ㈰ 9/21 ㈪・㈷ 9/22 ㈫・㈷
11:00 ○ ○ ○
14:30 ○ ○ ○ ○

出演／鼓童　　会場／宿根木公会堂
料金／大人 3,500 円、小人 1,500 円（当日 300 円増し）
【島民早割300円引き８月31日まで】
お申し込み・お問い合わせ　鼓童チケットサービス　☎８６－２３３０（月～金 9:30 ～ 17:00）

土砂災害等の警戒を呼びかける「県からの緊急速報メール」が届きます
　土砂災害警戒情報（※１）や津波警報といった、避難が必要な
状況で発表される情報について、県が緊急速報メール（※２）で
警戒の呼びかけを行います。

（※１）�土砂災害警戒情報とは、お住まいの市町村内で大雨による土砂災
害発生の危険度が非常に高まった場合に、気象庁と県で警戒を呼
びかけるため発表する情報です。

（※２）�県からの緊急速報メールは、ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ、ソフトバ
ンクの携帯電話に配信されます。

①土砂災害警戒情報の緊急速報メール
　調整が整った市町村から開始します。
②津波注意報、津波警報、大津波警報の緊急速報メール
　佐渡市、新潟市、長岡市、柏崎市、新発田市、村上市、
　糸魚川市、上越市、胎内市、聖籠町、出雲崎町、粟島浦村の
　沿岸部 12 市町村および燕市に配信します。
お問い合わせ　新潟県防災局危機対策課　☎０２５－２８２－１６３１

写真：前田聡子

【メール文の凡例】
　こちらは新潟県です。
　○時○分に、○○市に土砂災害警
戒情報が発表されました。
　大雨による土砂災害発生の危険が
非常に高くなっています。
　厳重に警戒して下さい。
　今後の気象情報や市町村からの情
報等に注意してください。
　新潟県防災局危機対策課
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シンポジウム「佐渡から江戸文
化が見える」が開催されました
　佐渡金銀山の世界遺産登録に向けて島内の機
運を盛り上げるため、６月 20 日㈯、相川地区
の国指定史跡「北沢浮遊選鉱場跡」で、法政大
学総長の田中優子氏をお招きし、シンポジウム
が行われました。2001 年の初訪島から学生を連
れて何度も佐渡を訪れているという田中総長か
ら、佐渡の文化の多様性や外国の世界遺産との
比較などお話しいただいたほか、島内のまちお
こしグループの代表や甲斐市長とのパネルディ
スカッションも行われました。

佐渡 SEA TO SUMMIT 　
　　2015 が開催されました
　佐渡では初となる環境スポーツイベント「佐渡
SEA TO SUMMIT 2015」が、６月 27 日㈯、28 日
㈰に開催されました。
　１日目の環境シンポジウムでは「佐渡の自然環境
を守り、活かすために」と題して基調講演が行われ
ました。２日目のスポーツイベント（カヤック、自
転車、登山を個人またはリレーで行う）は荒天のた
め中止となりましたが、カヤックのほか特産品や豪
華景品が当たる抽選会や鼓童による公演などで盛り
上がりました。

佐渡カンゾウまつりが 
　　　　　開催されました

　６月 14 日㈰、両津地区願の大野亀で、「佐渡
カンゾウまつり」が開催され、島内外から観光
客や家族連れなど多くの人が訪れました。
　ステージでは、内海府小中学校の児童・生
徒によるマーチングや海府太鼓のほか、鬼太
鼓、春駒、佐渡民謡などの伝統芸能、フラダンス、
ストリートパフォーマンスなどが披露され、観
客を楽しませていました。
　内海府中学生によるボランティアガイドでは、
英語でのガイドにも挑戦し、カンゾウや地域の
宝について来場者に説明を行いました。

第２回東アジア農業遺産学会
　　　　　  が開催されました
　６月 23 日㈫から 25 日㈭まで、あいぽーと佐渡
をメイン会場に、第２回東アジア農業遺産学会が開
催されました。この国際会議は、農業遺産の課題や
情報を各国が共有し、その発展に寄与することを目
的に、中国、日本、韓国が毎年持ち回りで開催する
もので、佐渡は日本における第１回目会場となり、
各国の研究者や行政関係者など約 120 人が参加し、
基調講演や研究発表のほか、24 日㈬には佐渡の各
地を現地視察しました。
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婚活支援イベントを行う団体に
補助金を交付します
　佐渡市では、結婚を希望する独身男女に出会
いの場を提供する事業や、結婚を推進するため
の事業を行う団体を募集しています。
　対象団体は、結婚支援を目的とした事業を行
う団体で、市内に事業所等があり、主として市
内で活動を行う団体です。また、営利を目的と
するものは対象となりません。
　この団体には、イベント１回の開催につき、
補助対象経費の合計額の４分の３以内の額で、
10 万円を限度として補助金を交付します。た
だし、補助金の交付回数は、１団体につき年度
１回までです。また、予算限度額に達した場合、
募集を終了します。
　応募する際の申請書類等は、佐渡市ホームペー
ジをご覧ください。

募集締切　９月 25 日㈮
　詳細については、お問い合わせください。
お問い合わせ
　市役所地域振興課　地域振興係
　☎６３－４１５２

第12回 佐渡市消防大会結果
　６月 28 日㈰、佐渡市消防本部を会場に第 12
回佐渡市消防大会が開催されました。
　大会では、多くの同僚団員の期待や家族の応
援を受け、佐渡市消防団４方面隊から選出され
た７チームが「小型ポンプ操法」を競いました。
　大会結果は次のとおりです。

　　優　勝　南佐渡方面隊　佐々木班
　　準優勝　南佐渡方面隊　金田班
　　第３位　中央方面隊　　畑野中隊

　なお、優勝チームは、７月 26 日に阿賀町で開
催された第 66 回新潟県消防大会へ佐渡市代表と
して出場しました。

献血にご協力ください！
　９月は、下記の日程で献血バスが来ます。一番身近
なボランティア、愛の献血にご協力ください。

日程（地区） 会場 受付時間

９月   ９日㈬
（相川地区）

佐渡地域振興局
（佐渡保健所）

9:30 ～ 11:00

市役所　相川支所 12:30 ～ 15:30
９月 10 日㈭
（金井地区）

金井コミュニティ
センター

13:00 ～ 15:30

９月 11 日㈮
（佐和田地区）

佐渡セントラルタウン
10:00 ～ 11:30
12:30 ～ 14:00

○�本人確認のため、保険証など身分証明書の提示をお
願いします。

○�採血にかかる時間は、全血献血（200ml・400ml）
で 10 分から 15 分程度です。採血のほかに、本人確認・
問診・血圧測定・ヘモグロビン濃度測定・血液型事
前判定等を行い、受付から終了までの時間は約 40 分
ほどです。
お問い合わせ
　市役所市民生活課　健康推進室　健康増進係
　☎６３－３１１５

献血普及講演会が 
　　　　行われました

　将来の献血基盤を担う若年層への普及啓
発活動として県が実施している「献血普及
講演会」が、５月 21 日に県立羽茂高等学校
で、２・３年生を対象に開催されました。
　新潟県赤十字血液センターの担当者から、
血液の働き、命の大切さ、献血から輸血ま
での「命のリレー」などのお話がありました。
　講演後、「献血はどのくらい時間がかかり
ますか」など、生徒からの質問があり、あ
らためて命や献血の大切さを認識する有意
義な講演会でした。
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美味しいですよ、食べてみませんか？
手作りパンのサウスクラブです！

第7回  サウスクラブ

平成27年国勢調査を実施します【調査日：平成27年10月１日】

　サウスクラブです。羽茂地区で、手作りパンと打ち
豆を月曜日から金曜日まで毎日、製造販売しています。
　手作りパンは、クリームを生地で巻いたロールパン、
生地にあん等を包んだ丸パン、オーソドックスなバター
ロールとサクサクしたクッキー生地が乗ったメロンパン
が主流です。
　サウスクラブのこだわりは「パンのやわらかさ」です。
赤ちゃんのほっぺみたいなパンを目標に、子どもから
高齢者まで食べやすいよう工夫しています。
　皆さまに喜んでいただける製品をお届けするため、
お客様の声を参考に季節感を取り入れたアイデア満載
なパンを職員と利用者が一緒に考え、特に利用者の
皆さんが良いと思うものを形にしています。
◆ご注文のお問い合わせ先
〒 952-0504　佐渡市羽茂本郷 525 番地４
障がい福祉サービス事業所　サウスクラブ
☎ ８８－２８１５　FAX６７－７１５６
ホームページ
http://nttbj.itp.ne.jp/0259882815/index.html

お問い合わせ　市役所地域振興課地域振興係
　　　　　　　☎６３－３２３２（統計担当）
国勢調査については「国勢調査 2015 キャンペー
ンサイト」（http://kokusei2015.stat.go.jp/）をご
覧ください。

総務省・都道府県・市区町村
国勢調査 2015

インターネット回答について
回答受付期間：９月10日～９月20日

　平成 27 年国勢調査から、紙の調査票での回
答に加え、パソコンやスマートフォン等から回
答するインターネット回答が可能となります。
　９月初旬から、調査員がインターネット回答
のための書類を配布します。
　インターネットで回答しなかった世帯には、
９月下旬から調査員が世帯を訪問して調査票を
配布します。
　正確かつ効率的な統計の作成、調査員の負担
軽減等のために、インターネットを使用できる
環境がある方については、インターネットでの
回答をよろしくお願いします。

夏限定　焼きカレーパン 佐渡産大豆を使った打ち豆

オーソドックスなバターロール 隠れた人気のたくあんパン

クリームを巻いたロールパン あん等を包んだ丸パン

障 が い 福 祉 施 設 授 産 品 紹 介 コ ー ナ ー

　国勢調査は、平成 27 年 10 月１日現在、日本に住
んでいるすべての人と世帯が対象です。
　平成 27 年国勢調査は、少子高齢社会における日本
の未来を描く上で欠くことのできないデータを得る
ために実施されます。
　調査結果は、さまざまな法令にその利用が定めら
れているほか、社会福祉、雇用政策、生活環境の整備、
防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられ
ます。
　今回の調査では、先にインターネットでの回答を
受け付け、インターネットで回答されなかった世帯
にのみ紙の調査票を配布して調査を行います。紙の
調査票は、調査員に直接提出いただくか、郵送でも
提出いただけます。
　調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答を
よろしくお願いします。
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第27回 �新潟県スポーツフェスティバル 
開催のお知らせ

　新潟県スポーツフェスティバルは、広く県民がスポーツ・レクリエーション
を楽しむことにより、生涯スポーツの振興やスポーツ実施率の向上を図り、明
るく活力に満ちた生活の実現を目的としています。

　毎年県内各地で開催され、全種目合わせて約 3,000 人が参加していますが、
今年は５年ぶりに佐渡で以下の７種目が開催されます。

開催種目（佐渡会場）
種目 日程 会場

ビーチバレー   ９月 13 日㈰ 真野長石海岸特設コート
キンボールスポーツ   ９月 20 日㈰ 両津総合体育館

壮年野球 10 月 10 日㈯～ 11 日㈰ サン・スポーツランド畑野野球場
両津野球場

グラウンド・ゴルフ 10 月 11 日㈰ 小木城山公園
ソフトバレー 10 月 11 日㈰ サンテラ佐渡スーパーアリーナ
女子バレーボール 10 月 17 日㈯～ 18 日㈰ サンテラ佐渡スーパーアリーナ
レク式バイアスロン 10 月 18 日㈰ 佐渡市陸上競技場

※オープン種目ですので、原則、お申し込みをすれば参加できます。
　ただし、グラウンド・ゴルフのみ各地区から推薦を受けたチームしか出場できません。

参加申込方法
①実施要項と参加申込書について
　�　市教育委員会社会教育課　社会体育係（サンテラ佐渡スーパーアリーナ内）で用意

しているほか、新潟県ホームページからダウンロードすることができます。
②参加申込先
　�　参加申し込みは、各種目競技団体で受け付けます。各種目記載の申込先へお申し込

みください。
お問い合わせ　市教育委員会社会教育課　社会体育係（サンテラ佐渡スーパーアリ－ナ内）
　　　　　　　☎６７－７６４５　ＦＡＸ６７－７６４６　メール：shakyo@city.sado.niigata.jp

集客プロモーションパートナー都市・上越市からのお知らせ
　佐渡市と上越市は両市の更なる交流人口の拡大と集客を目指して「集客
プロモーションパートナー都市協定」を締結し、集客に向けたＰＲ活動を
お互いに支援する取り組みを行っています。

第90回　謙信公祭
　戦国の名将・上杉謙信公の武勇と遺徳を偲び、大正 15（1926）年から
開催されている祭りです。謙信公祭開始の下知を下す「狼煙上げ」にはじ
まり、「武てい式」、鎧兜に身を固めた武将たち 500 人による勇壮な「出
陣行列」や、かがり火の中行われる「川中島合戦の再現」など、戦国絵巻
さながらの迫力と臨場感で見る人を魅了します。
　また、GACKT 謙信が 23 日㈰に上杉軍を率い出陣します。
と　き　８月 22 日㈯～ 23 日㈰　　前夜祭　８月 21 日㈮
ところ　春日山城跡・春日山城史跡広場・上越市役所春日野駐車場ほか
お問い合わせ　謙信公祭協賛会事務局（上越市観光振興課内）
　　　　　　　☎０２５－５２６－５１１１
上越市の観光に関するお問い合わせ
　上越市観光振興課　☎０２５－５２６－５１１１ 
　（公社）上越観光コンベンション協会　☎０２５－５４３－２７７７ 上越観光ネット

参加者募集
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い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
と
き
わ
荘

　

☎
66
―
３
８
３
０

　

佐
渡
市
栗
野
江
１
８
２
２
番
地

※
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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お
　
知
　
ら
　
せ

「
子
ど
も
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
と 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー�

「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
」に
よ
る 

合
同
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
あ
る

な
ど
、
就
労
、
地
域
で
の
生
活
や
学
校
生

活
で
の
悩
み
な
ど
を
抱
え
て
い
る
方
や
、

ひ
き
こ
も
り
状
態
で
あ
る
方
な
ど
、
概
ね

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
者
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
悩
ん
で
い
る
ご
本

人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の
方
の
み
で
の

相
談
で
も
結
構
で
す
。
ひ
き
こ
も
り
の
方

な
ど
の
支
援
を
行
う
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
」
の
職
員
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

８
月
20
日
㈭
正
午
ま
で
に
、
事
前
に
申

し
込
み
い
た
だ
く
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
相
談

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
当
日
の
申
し
込
み
で

も
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
21
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
市
役
所
相
川
支
所 

２
階 

相
談
室

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課

　

子
ど
も
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
81
―
１
３
１
０

 「
佐
渡
Ｎ
ｏ
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
'ｓ 

　

Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ（
Ｎ
Ｐ
） 

プ
ロ
グ
ラ
ム
～
完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
～
」  

         

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

子
育
て
中
の
親
の
た
め
の
井
戸
端
会
議

の
よ
う
な
講
座
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
テ

キ
ス
ト
を
参
照
し
、
お
互
い
の
悩
み
や
関

心
事
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
自

分
に
合
っ
た
子
育
て
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

対�

象　
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
を

持
つ
親

会
場
・
日
程

①
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

９
月
17
日
～
（
週
１
回
）

②
真
野
ふ
る
さ
と
会
館

　

11
月
19
日
～
（
週
１
回
）

③
両
津
地
区
公
民
館

　

平
成
28
年
１
月
21
日
～
（
週
１
回
）

　

い
ず
れ
の
会
場
も
、
全
７
回
開
催

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

参
加
費　
１
人
７
０
０
円

申
込
期
限

　

各
会
場
の
開
催
初
日
の
１
週
間
前
ま
で

そ�

の
他　
保
育
あ
り
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課

　

子
ど
も
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
81
―
１
３
１
０

中
山
間
地
域
で 

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る

人
材
を
募
集
し
ま
す
！

　

県
で
は
、
中
山
間
地
域
に
U
・
I
タ
ー

ン
し
、
地
域
の
農
畜
産
物
を
活
用
し
た
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
み
た
い
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

本
事
業
を
希
望
す
る
場
合
は
、
８
月
31

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

県
の
支
援
策

①�

佐
渡
市
内
で
は
、
羽
茂
農
業
振
興
公
社

で
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
研
修
を
実
施

②�

研
修
期
間
中
の
生
活
経
費
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
（
１
人
の
場
合
：
最
大
２
年
間

３
４
０
万
円
、
２
人
（
夫
婦
等
）
の
場

合
：
最
大
２
年
間
５
０
０
万
円
）

求
め
る
人
材

①�

企
画
、
販
売
、
食
品
加
工
な
ど
の
経
験

が
あ
る
こ
と
（
概
ね
45
歳
～
60
歳
）

②�

研
修
後
、
地
域
の
農
業
者
と
一
緒
に
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
こ
と

③�

研
修
す
る
地
域
に
定
住
す
る
こ
と

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
農
林
水
産
部
地
域
農
政
推
進
課

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
９
３

　

メ
ー
ル

　

ngt060020@
pref.niigata.lg.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�『
新
潟
県　

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
』
で

W
e
b
検
索

カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
子
育
て
中
の
親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

有　

料　

広　

告
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】

Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
②�　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯などは

214,000円）以下であること
③�　収入月額が158,000円以上487,000円以下であること
＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

相川
おりと団地（１、２、４階） 3 ② ○ S53 耐火構造４階建て 3DK 14,800 ～ 29,000
栄町団地あやめ棟(３階) 1 ①② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000

金井
吉井住宅Ｂ棟（１階） 1 ② ○ H23 木造２階共同建て 2DK 17,200 ～ 33,800
木戸沢第３住宅（１、２階） 3 ①③ - H9 木造２階共同建て 3DK 53,000【定額】

新穂 青木第２住宅 2 ①② - H5 木造平屋一戸建て 3DK 18,500 ～ 36,400

真野
第２吉岡住宅 1 ①② - H7 木造平屋一戸建て 3DK 20,800 ～ 40,800
新町団地 2 ①③ - H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】

羽茂 天沢住宅２ 1 ①③ - H8 木造平屋一戸建て 3LDK 45,000【定額】

赤泊
真浦団地１ 1 ①② - H6 木造２階一戸建て 3LDK 23,300 ～ 45,800
真浦団地２ 1 ③ ○ H9 木造平屋長屋建て 1LDK 17,000【定額】

■申込書類	 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先	 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限	 ８月 31 日㈪　午後５時
■入居予定	 ９月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります。）
■注意事項	 入居決定後、次のことが必要です。 
	 ◆連帯保証人：市内在住親族２人　　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額 ＝  （合計所得額－各種控除額）	 １２

心配ごと相談日（８/15～９/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを
気軽に相談できる窓口を開設しています。
お住まいの地区以外での相談もできます
ので、ぜひご利用ください。相談は無料で
予約は不要です。直接、相談日にお越しく
ださい。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　社会福祉協議会本所　☎８１－１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受付けていません。

相談を希望される方は、直接会場にお越しくだ
さい。

地区 相談日 時間 会場

両 津
8月23日㈰
9月  2日㈬
9月13日㈰

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

9月  7日㈪ 18:00～20:00

相 川
8月16日㈰
8月22日㈯

9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ
9月  3日㈭
9月10日㈭

佐和田 8月27日㈭ 9:00～12:00 佐渡中央会館
金 井 9月10日㈭ 13:00～16:00 金井コミュニティセンター

小 木 9月  2日㈬ 13:30～16:30 小木多目的集会施設
（あゆす会館）
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯

電
話
の
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
・
不
当
請
求

メ
ー
ル
に
関
す
る
相
談
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。相

談
事
例

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
歌
手
の
動
画
を
見

よ
う
と
し
た
ら
、
年
齢
確
認
ボ
タ
ン
を
押

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
突
然
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
の
会
員
登
録
完
了
の
画
面
に

な
っ
た
。
「
誤
操
作
の
方
は
24
時
間
以
内

に
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と
表
記
が
あ
っ
た

の
で
電
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
す
で
に
登

録
は
完
了
し
て
い
る
。
登
録
料
９
万
円
の

支
払
義
務
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
パ
ソ
コ
ン
の
一
種

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
と
異

な
り
、
画
面
に
表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
は

ク
リ
ッ
ク
ひ
と
つ
で
簡
単
に
相
手
と
連
絡

が
と
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
画
面

「
退
会
は
こ
ち
ら
」
や
「
誤
作
動
の
方
は

こ
ち
ら
」
な
ど
と
い
う
ボ
タ
ン
を
表
示
さ

せ
、
知
ら
ぬ
間
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
画
面
請
求
を
表
示
さ
せ

る
と
同
時
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
を
鳴
ら
す
こ
と
で
、
写
真

を
撮
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
な
ど
手
口
も
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

注
意
点

・�

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
は
不
用
意
に
ア
ク

セ
ス
し
な
い
。別
の
サ
イ
ト
や
広
告
か
ら

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
、い
き
な

り
登
録
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

・�「
誤
作
動
の
方
は
こ
ち
ら
」な
ど
と
電
話

を
か
け
る
よ
う
誘
導
さ
れ
ま
す
が
、決

し
て
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。こ
れ
は

電
話
を
か
け
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
、

高
額
な
請
求
を
さ
れ
た
り
、個
人
情
報

が
知
ら
れ
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

・�

い
っ
た
ん
お
金
を
支
払
う
と
取
り
戻
す

こ
と
は
困
難
で
す
。

スマートフォンに表示される
請求画面（イメージ例）
ご入会ありがとうございま
した！
アダルトコンテンツ契約
ご利用規約同意済み ¥99,800年齢認証同意済み
個体識別番号：ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

お客様ご登録情報
ご入会日：20ｘｘ/ｘｘ/ｘｘ
お客様ID：ｘｘｘｘｘｘｘｘ

入会日より3日以内にご利
用料金をお振込みください

問い合わせ先

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す

～
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
・
不
当
請
求
メ
ー
ル
に
ご
注
意
！

金
の
道
「相あ

い

川か
わ

街か
い

道ど
う

」
②

　

相
川
へ
繋
が
り
相
川
か
ら
広
が
る
道
は
、

佐
渡
の
動
脈
で
あ
り
、さ
ら
に
全
島
へ
毛
細

血
管
の
ご
と
く
広
が
り
を
見
せ
ま
す
。

　

奉
行
所
が
管
理
す
る「
御
林
」か
ら
は
鉱

山
で
大
量
に
使
う
木
炭
や
薪
が
運
ば
れ
、国

仲
の
穀
倉
地
帯
か
ら
は
米
が
届
く
…
と
い

う
よ
う
に
、産
業
・
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

に
、相
川
道
の
機
能
は
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

相
川
か
ら
小
木
ま
で
の
道
筋
の
断
面
を

見
る
と
、標
高
が
一
番
高
い
場
所
が
中
山
峠

で
海
抜
１
３
０
メ
ー
ト
ル
程
で
す
。沢
根
か

ら
豊
田
ま
で
は
長
く
平
坦
な
道
が
続
き
ま

す
。平
坦
で
歩
き
や
す
い
道
で
す
が
、大
き

な
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
砂
嵐
で
す
。

　

通
称「
八
幡
砂
丘
」に
吹
き
荒
れ
る
風
は
、

砂
を
巻
き
上
げ
て
通
行
人
に
襲
い
か
か
り

ま
す
。大
雪
や
大
雨
の
暴
風
の
よ
う
な
状
態

に
な
り
、進
む
こ
と
も
引
き
返
す
こ
と
も
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。砂
嵐
が
お

さ
ま
る
と
、道
筋
も
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と

も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。被
害
は
道
だ
け
で
は

な
く
、建
物
や
作
物
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

寛
永
20（
１
６
４
３
）年
に
、伊
丹
奉
行

は
暴
風
対
策
と
し
て

砂
垣
造
り
を
命
じ
ま

し
た
。柴
と
い
う
木
の

枝
で
風
垣
を
造
り
、松

や
柳
の
苗
を
植
え
た

の
で
す
。八
幡
、四
日

町
、長
石
な
ど
12
か
村
の
人
た
ち
が
苦
労
し

て
作
り
上
げ
ま
し
た
。道
や
建
物
を
砂
嵐
か

ら
護
り
、や
が
て
畑
作
が
盛
ん
に
な
り
、佐

渡
一
の
野
菜
生
産
地
と
な
り
ま
す
。

　

豊
田
か
ら
小
木
ま
で
の
大
半
は
、海
岸
段

丘
を
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。段
丘
の
海
抜

は
80
～
１
２
０
メ
ー
ト
ル
前
後
の
差
が
あ

り
、川
や
谷
を
渡
る
と
い
う
起
伏
が
あ
る
道

で
す
。道
中
に
は
田
切
須
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
群

落
や
大
須
の
タ
ブ
林
な
ど
の
暖
帯
林
も
見

ら
れ
、南
佐
渡
ら
し
い
景
観
が
広
が
り
ま
す
。

　

相
川
を
出
発
し
て
到
着
地
の
小
木
湊
へ

の
下
り
口
に
、最
後
の
一
里
塚
が
あ
り
ま
す
。

「
一
里
塚
」と
刻
ま
れ
た
石
柱
の
横
に
は
、椿

尾
で
作
ら
れ
長
野
の
お

寺
に
寄
進
す
る
予
定

が
、湊
を
出
る
た
び
時

化
に
な
り
、と
う
と
う

海
を
渡
れ
ず
こ
こ
に
安

置
さ
れ
た
と
い
う
大
き

な「
椿
地
蔵
」も
あ
り
ま
す
。対
面
す
る
一
里

塚
は
大
き
な
椎
の
木
が
枝
を
広
げ
、旅
人
が

休
む
日
陰
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
道
を
維
持
す
る
の
は
大
変
な

こ
と
で
、沿
線
の
村
人
は
た
び
た
び
道
普
請

の
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
、江
戸
か
ら
佐
渡
へ
は
赤
泊
湊
、

佐
渡
か
ら
江
戸
へ
は
小
木
湊
と
、使
い
分
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

佐
渡
学
セ
ン
タ
ー（
佐
渡
博
物
館
内
）

　

☎
52
―
２
４
４
７

八幡砂垣遠景

椿地蔵
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

■�

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

４
月
24
日
に

行
わ
れ
た
佐
渡

市
ト
キ
環
境
整

備
基
金
贈
呈
式

で
、
株
式
会
社

セ
ー
ブ
オ
ン
様
か

ら
32
万
９
３
０
０

円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
社
と
平
成

23
年
５
月
に
締
結
し
た
「
包
括
的
連
携
協

定
」
に
よ
り
、
ト
キ
関
連
商
品
の
売
上
金

額
の
一
部
を
寄
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
こ
の
ほ
か
に
、
鐘
江
く
に
江
様
（
埼

玉
県
狭
山
市
）
、
梅
村
静
代
様
（
愛
知
県

名
古
屋
市
）
か
ら
も
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ご
芳
志
は
、
ト
キ
野
生
復
帰
事
業
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■�

第
13
回
ト
キ
放
鳥
に
向
け
た
訓
練
開
始

　

６
月
25
日
、
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー

野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
順
化
ケ
ー
ジ

に
お
い
て
、
９
月
下
旬
頃
の
放
鳥
に
向
け

て
、
飛
翔
・
採
餌
等
の
能
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

訓
練
を
開
始
し
た
個
体
は
、
オ
ス
２
羽
、

メ
ス
17
羽
の
合
計
19
羽
で
、
野
生
下
に

お
け
る
ト
キ

の
雌
雄
バ
ラ

ン
ス
の
均

衡
を
図
る
た

め
、
メ
ス
の

放
鳥
数
を
多

く
し
て
い
ま

す
。
ま
た
今

回
は
、
ト
キ

ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
当
初
に
飼
育
さ
れ
て
い
た

メ
ス
の
「
ゆ
る
り
」
と
、
昨
年
初
め
て
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
誕
生
し
た
ひ
な
の
う
ち
、

オ
ス
の
「
つ
な
ぐ
」
が
放
鳥
候
補
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

トキの個体数（平成27年７月17日現在）
209 羽
96 羽
53 羽

6 羽
18 羽
14 羽

9 羽
13 羽
160 羽
141 羽

2 羽
17 羽
369 羽

飼育下
佐渡トキ保護センター
トキ野生復帰ステーション
トキふれあいプラザ
多摩動物公園
いしかわ動物園
出雲市トキ分散飼育センター
長岡市トキ分散飼育センター
自然下

佐渡島内
佐渡島外
居場所不明（2 か月以上不明）
合計

◆�

市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
） 

☎
24
―
６
０
４
０

地
域
の
宝
を
見
つ
め
直
そ
う
！

　

西
三
川
田
切
須
地
区
で
、「
地
域
の
こ
と

を
も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
！
」と
い
う
目
的
か

ら
勉
強
会
が
開
か
れ
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介

し
ま
す
。

　

田
切
須
鉱
山
は
、約
２
千
３
百
万
年
前

に
起
こ
っ
た
火
山
活
動
に
よ
っ
て
鉱
脈
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
、相
川
地
区
に

見
ら
れ
る
鉱
脈
と
同
じ
も
の
で
す
。明
治
末

期
か
ら
大
正
中
期
に
か
け
て
稼
行
し
、大

正
元
年
の
採
掘
時
に
は
、金
１
６
．６
ｇ
／

ｔ
、銀
１
８
５
ｇ
／
ｔ
と
高
い
品
位
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

田
切
須
鉱
山
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な

る
と
、そ
の
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
商
売

を
す
る
人
も
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。一
説
に

よ
る
と
、鉱
山
で
働
く
人
た
ち
へ
果
物
を
販

売
し
、好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
西
三
川
で
の

果
樹
栽
培
が
広
が
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
田
切
須
鉱
山
に
つ
い
て
書

か
れ
た
書
籍
の
著
者
を
講
師
と
し
て
招
き
、

自
分
た
ち
の
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
勉
強
会

に
は
、地
元
の
住
民
11
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

講
師
は
、久
原
鉱
業
の
歴
史
か
ら
田
切

須
鉱
山
の
歴
史
、最
後
に
は
田
切
須
鉱
山

に
勤
め
て
い
た
住
民
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

当
初
は
歴
史
の
話
し
に
静
か
に
耳
を
傾
け

て
い
た
参
加
者
も
、鉱
山
に
勤
め
て
い
た
知

人
の
名
前
等
が
出
て
来
る
と
、活
発
に
意
見

交
換
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、最
後
に

は「
次
回
は
実
際
の
現
場
を
歩
い
て
見
て
み

た
い
。」と
い
う
要
望
が
挙
が
り
ま
し
た
。ま

だ
ま
だ
勉
強
会
は
終
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　

地
域
に
住
む
人
々
の
記
憶
に
は
、さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
宝
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

ら
を
手
掛
か
り
に
、地
域
の
宝
探
し
を
し
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。お
も
し
ろ
い
宝

も
の
が
見
つ
か
っ
た
ら
、推
進
日
記
の
中
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
支
所
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
129

順化ケージへの放鳥：環境省提供

勉強会の様子
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「
相
川
の
鉱
山
及
び
鉱
山
町
」
が
重
要
文
化
的
景
観 

西
三
川
砂
金
山
跡
・
大
間
地
区
・
戸
地
地
区
が
国
史
跡
に

　

こ
の
ほ
ど
、
国
の
文
化
審
議
会
は
、「
相

川
の
鉱
山
及
び
鉱
山
町
の
文
化
的
景
観
」

を
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
、「
西
三
川

砂
金
山
跡
・
大
間
地
区
・
戸
地
地
区
」
を

国
史
跡
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
に
追
加
指
定
す

る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し

た
。

　

17
世
紀
初
頭
、
相
川
で
は
急
速
に
鉱
山

開
発
が
進
み
、
上か
み

町ま
ち

台
地
の
尾
根
線
上
に

幹
線
道
路
が
敷
か
れ
、
沿
道
に
大
工
町

な
ど
職
業
別
の
町
立
て
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
17
世
紀
前
半
に
は
、
海
岸
沿
い
の
下し
た

町ま
ち

で
埋
め
立
て
を
伴
う
町
立
て
が
行
わ

れ
、
上
町
と
下
町
と
を
つ
な
ぐ
段
丘
崖
に

石
段
等
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
18
世
紀
以

降
金
銀
の
産
出
量
が
激
減
す
る
と
、
上
町

等
に
散
在
し
て
い
た
鉱
業
関
係
施
設
は
佐

渡
奉
行
所
内
に
集
約
さ
れ
、
下
町
に
は
蔵

を
伴
う
大
規
模
な
地
割
り
の
廻
船
問
屋
等

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
治

29
（
１
８
９
６
）
年
に
鉱
山
が
三
菱
へ
払

い
下
げ
ら
れ
る
と
、
上
町
に
は
間
口
が
広

く
通
り
に
面
し
て
庭
を
有
す
る
社
宅
が
建

設
さ
れ
、
下
町
に
は
役
場
等
の
公
的
機
関

が
立
地
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
相
川

の
文
化
的
景
観
は
、
鉱
山
地
区
の
生
産
機

能
、
上
町
地
区
の
居
住
・
行
政
機
能
、
下

町
地
区
の
流
通
・
行
政
機
能
が
、
金
銀
採

掘
の
盛
衰
に
関
連
し
な
が
ら
展
開
し
て
き

た
歴
史
的
変
遷
を
示
す
重
要
な
景
観
地
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
追
加
指
定
と
な
っ
た
西
三
川
砂

金
山
跡
は
、
平
安
時
代
か
ら
の
砂
金
採
取

の
舞
台
と
推
定
さ
れ
、
本
格
的
な
開
発
の

始
ま
っ
た
16
世
紀
末
か
ら
閉
山
す
る
明
治

５
（
１
８
７
２
）
年
ま
で
の
長
期
間
に
わ

た
っ
て
採
掘
が
行
わ
れ
た
金
銀
山
遺
跡
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
分
布
調
査
に
よ
っ
て
、

虎と
ら

丸ま
る

山や
ま

な
ど
の
砂
金
採
掘
地
の
ほ
か
、
砂

金
採
掘
に
使
用
し
た
水
路
跡
や
堤
跡
、
石

組
遺
構
な
ど
の
砂
金
採
掘
遺
構
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
絵
図
・

文
献
史
料
に
よ
っ
て
、
一
連
の
砂
金
採
取

シ
ス
テ
ム
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、

特
に
重
要
な
遺
跡
で
す
。

　

相
川
の
大
間
地
区
は
、
佐
渡
鉱
山
に

必
要
な
物
資
の
搬
入
の
た
め
、
明
治
25

（
１
８
９
２
）
年
に
完
成
し
た
港
で
、
現

在
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
普
及
以
前
の
た
た
き

工
法
の
護
岸
や
、
昭
和
10
年
代
の
鉱
山
大

増
産
期
に
新
設
さ
れ
た
ク
レ
ー
ン
台
座
、

ロ
ー
ダ
ー
橋
脚
等
の
遺
構
が
現
存
し
て
お

り
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
旧
佐
渡
鉱
山
に

お
け
る
生
産
物
・
物
資
の
搬
出
入
施
設
の

変
遷
を
示
す
重
要
な
遺
跡
で
す
。

　

さ
ら
に
、
戸
地
地
区
は
、
大
正
か
ら
昭

和
期
に
佐
渡
鉱
山
へ
の
電
力
供
給
の
た
め

に
設
置
さ
れ
た
、
戸
地
川
第
二
発
電
所
の

建
物
及
び
周
辺
の
敷
地
が
平
成
22
年
２
月

に
国
史
跡
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
に
追
加
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ

て
、
当
発
電
所
の
取
水
口
跡
や
発
電
所
へ

の
導
水
路
跡
等
の
施
設
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
今
回
追
加
指
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

　

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

鉱山町の面影が残る文化的景観

虎丸山

大間港

戸地川第二発電所
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「
第
１
回
真
野
地
区
の
集
い
～
つ
な
げ

よ
う
広
げ
よ
う
真
野
～
（
真
野
地
区
）

　

６
月
21
日
、
佐

渡
市
陸
上
競
技
場
で

「
第
１
回
真
野
地

区
の
集
い
」を
開
催

し
ま
し
た
。地
区
で

中
断
を
し
て
い
た

運
動
会
を
多
く
の

方
々
の
熱
意
と
協
力
を
得
て
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。当
日
は
保
育
園
児
か

ら
93
歳
の
方
ま
で
の
約
７
０
０
人
が
、リ

レ
ー
や
玉
入
れ
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。ま
た
、開
会
式
で
は
５
集
落

が
繋
い
で
い
る
鬼
太
鼓
の
競
演
を
観
賞
し
、

集
い
の
最
後
の
種
目
と
し
て
、生
演
奏
に
よ

る
佐
渡
お
け
さ
を
踊
り
ま
し
た
。来
年
度

も
地
区
住
民
が
共
に
集
え
る
場
所
づ
く
り

を
目
指
し
て
企
画
を
し
て
い
き
ま
す
。

「
第
66
回
両
泊
親
善
体
育
大
会
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
泊
地
区
）

　

航
路
と
朱
鷺
で

つ
な
が
る
佐
渡
市

と
長
岡
市
、
さ
ら

に
強
く
つ
な
が
る

〝
絆
〟が
こ
こ
に
は

あ
り
ま
す
。佐
渡
市

赤
泊
地
区
と
長
岡

市
寺
泊
地
区
の
友

好
と
親
善
を
目
的

と
し
た「
両
泊
親
善

体
育
大
会
」が
７
月
11
日
㈯
に
赤
泊
地
区

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
厳
し
い
猛
暑
の
中
、赤
泊
地
区

か
ら
１
３
２
人
、寺
泊
地
区
か
ら
１
０
０

人
の
選
手
が
参
加
し
て
11
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。年
に
一
度
の
大
一
番
、真
剣
勝
負

で
あ
り
な
が
ら
も
笑
い
合
い
、お
互
い
の
プ

レ
ー
を
た
た
え
合
う
選
手
は
、本
当
に
楽

し
そ
う
に
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。ど
の

競
技
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、接
戦
の

末
、６
つ
の
競
技
を
制
し
た「
寺
泊
チ
ー
ム
」

が
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、競
技
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
親

睦
会「
友
好
の
夕
べ
」で
は
、友
好
と
親
善
と

い
う
絆
を
益
々

深
め
、「
来
年
ま

た
会
お
う
！
」と

共
に
誓
い
今
大

会
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

■資料紹介
～涼をもとめて～＜水の音に耳を傾けたなら＞
調査研究報告書
「佐渡の自然史」第３号
佐渡市教育委員会　編・発行

　市ジオパーク推進室が編集。
県環境衛生研究所のメンバー
や、市民でつくる研究グループなどが発表した
論文が収められている。島内19か所の湧き水に
ついて、水質や伝承を写真とともに紹介してい
る。定価1,000円（第１号2,000円、第２号1,000
円残部僅少。）市社会教育課、中央図書館で頒
布。

「佐渡の湧き水～貴重な自然をたずねる～」
新潟県環境衛生研究所　編著・発行

　平成23年度から平成26年度に実施した佐渡
市湧水調査をもとに、島内33か所の湧水につい
て「佐渡ジオパーク」と関連づけながら、身近に
ある観光資源も含めて取りまとめた一冊です。

予約（リクエスト） 
　　　　　ランキング（ベスト10）

　上半期（１月～６月）、図書館・図書室で予約（リクエスト）
の多かった本です。読んでみたい本がありましたら、電話や
インターネット（※）で予約ができます。
※�インターネットからの予約は、事前に窓口でパスワードの登録が必

要です。

１位「ラプラスの魔女」  東野圭吾著（KADOKAWA）
２位「火花」  又吉直樹著（文藝春秋）
３位「悲嘆の門」(上・下)  宮部みゆき著（毎日新聞社）
４位「サラバ！」(上・下)  西加奈子著（小学館）
５位「鹿の王」(上・下)  上橋菜穂子著（KADOKAWA）
６位「過ぎ去りし王国の城」  宮部みゆき著（KADOKAWA）
７位「フランス人は10着しか服を持たない」
　　　　            ジェニファー・Ｌ・スコット著（大和書房）
８位「絶唱」  湊かなえ著（新潮社）
９位「晩鐘」  佐藤愛子著（文藝春秋）
10位「九年前の祈り」  小野正嗣著（講談社）

他にも、こんな本がオススメです。
・「街歩き・里歩きの名水・湧水散歩　水の達人厳選」
　　自由国民社
・「新潟名滝探検」ニューズ・ライン
・「新潟の名水」新潟日報事業社

熱戦が繰り広げられた玉入れ

白熱する打ち合いの末…（硬式テニス）
力投する赤泊チームの
エース（壮年野球）
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関東羽茂会総会・懇親会
東京赤泊会総会・懇親会　開催
　６月27日㈯、梅雨空の中、第
28回関東羽茂会総会・懇親会が、
東京都品川区「きゅりあん」７階
イベントホールで開催されました。
　若林照二会長挨拶に続き、６
件の議事審議が行われすべて承
認されました。その中で、毎年開催されていた総会を、
今後は２年に一回の開催とし、総会の無い年には、会
員がその家族・友人を同伴した大型食事会や観劇会
その他のイベントを開催することになりました。懇親
会に入り、「相川の春駒」が演じられ、中東諸国の古典
ダンスを紹介する「ベリーダンス」のその魅惑的な演
舞に参加者一同、魅了されました。続いて、ゴルフ部会、
ハイキング・旅行部会、麻雀部会、民謡部会の活動報
告等が行われました。
　翌28日㈰は、梅雨の晴れ間、
第54回東京赤泊会総会・懇親会
が、池袋アカデミーホールで開催
されました。第１部総会では、猪
股護会長挨拶の後、議事審議が
行われ、拍手を以って承認されま
した。来賓挨拶で、赤泊地区の近況報告が行われ、赤
泊中学校の生徒数が46人との報告時には、参加者一
同、一瞬絶句した次第です。第２部懇親会では、歌謡
ショーに西三川出身・クラウンレコードの黒田秀子さ
んの歌唱に酔いしれました。若波会の皆さまによる佐
渡民謡と輪踊りに時を忘れる懇親会となりました。

（文責：佐渡市東京事務所　榎谷端夫）
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「離島甲子園」に向けて
佐渡市中学校選抜チームの結団
式が行われました
　７月11日㈯、「国土交通大臣杯第８回全国離島
交流中学生野球大会（離島甲子園）」に向けた結団
式が市役所大会議室で行われました。「佐渡市中学
校選抜チーム」の選手たちは、一人ひとり甲斐市長
から帽子が手渡され、激励を受けました。
　本大会は、長崎県五島市で８月24日㈪から28日
㈮の日程で開催されます。

佐渡市中学校選抜チーム
監　督 大谷　信夫 佐和田中学校 教諭
コーチ 池　　正裕 新穂中学校　教諭
審判員 臼木　　仁 佐渡野球連盟

選手
大澤　悠人 佐和田中 木下　龍平 両 津 中
引野　晃太 新 穂 中 菊池　幸喜 両 津 中
佐藤　　匠 両 津 中 森下　　峻 両 津 中
岩﨑　大和 相 川 中 山本　峻平 高 千 中
大澤　大空 佐和田中 計良　知希 佐和田中
西牧　丈翔 佐和田中 若林　　拓 佐和田中
北見　大和 金 井 中 仲川　晋平 金 井 中
炭屋　柊輝 新 穂 中 笠井　　賢 真 野 中
中川　友暉 真 野 中 八木　悠真 南佐渡中

関東羽茂会懇親会風景

東京赤泊会懇親会風景
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 6/16 ～ 7/16 届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 春日 本　間　一　保 73 6.16
　〃 秋津 足　立　賢　一 72 6.17
　〃　 住吉 石　川　ミ　サ 86 6.23
　〃 秋津 池　田　テ　ツ 92 6.26
　〃 両津夷 池　田　竹　次 89 6.27
　〃 北松ヶ崎 菊　池　比佐男 84 6.27
　〃 東強清水 後　藤　弥　美 86 6.28
　〃 加茂歌代 榎　　　謙　二 60 6.29
　〃 梅津 渡　辺　　　修 64 6.29
　〃 両津湊 伊　藤　光　一 60 6.30
　〃 椎泊 宇佐美　チ　ヅ 84 6.30
　〃 河崎 ⻆　坂　庄一郎 87 6.30
　〃 両津夷 森　下　玉　枝 87 6.30
　〃 願 坂　口　鏡　子 87 7.  2
　〃 両津湊 伊豆野　タ　ズ 96 7.  3
　〃 蚫 山　本　シノブ 88 7.  3
　〃 両津湊 出　山　照　代　 80 7.  4
　〃 吾潟 山　本　重　成 88 7.  6
　〃 加茂歌代 中　原　昇　策 89 7.10
　〃 東鵜島 谷　　　慶太郎 97 7.12
　〃 両津湊 荒　木　キ　ミ 92 7.14
　〃 上横山 松　本　ミノリ 89 7.15
相　川 戸地 杉　山　ク　ラ 102 6.17
　〃 二見 長　井　富太郎 81 6.25
　〃 相川大工町 川　口　武　夫 92 7.  1
　〃 相川鹿伏 池　田　　　操 89 7.  2
　〃 北立島 渡　辺　　　惇 83 7.  9
　〃 石名 渡　邊　憲　治 88 7.  9
　〃 姫津 今　井　かほる 50 7.15
　〃 橘 岩　下　守　誉 59 7.15
佐和田 沢根町 鈴　木　マサヱ 89 6.21
　〃 真光寺 太　田　トシヱ 82 6.23
　〃 河原田諏訪町 小　野　はる美 95 6.29
　〃 沢根町 佐々木　ヱ　イ 95 7.  6
　〃 八幡町 中　村　玲　子 83 7.  6
　〃 石田 渡　部　ユキ子 82 7.  6
　〃 八幡 石　井　清　江 84 7.  7

佐和田 河原田本町 齋　藤　マ　サ 85 7.13
　〃 沢根五十里 野　﨑　ツレ子 84 7.13
　〃 沢根五十里 本　間　勘　一 81 7.15
金　井 千種 村　川　庄　吾 85 6.17
　〃 泉 池　田　サ　チ 94 6.23
　〃 大和 佐々木　　　清 86 7.11
新　穂 新穂長畝 三　田　カヨ子 88 6.21
　〃 新穂北方 市　橋　一　好 90 6.30
畑　野 畑野 本　間　一　之 90 6.24
　〃 宮川 古　桑　ツ　ル 89 7.  5
　〃 栗野江 土　屋　ヤ　エ 88 7.10
　〃 松ヶ崎 本　間　　　毅 83 7.14
　〃 畑野 古　屋　幸　一 82 7.15
真　野 長石 三　浦　昭　夫 67 6.23
　〃 豊田 中　村　キヨヱ 95 6.27
　〃 四日町 臼　杵　ミチノ 83 6.28
　〃 長石 知　本　　　壽 92 6.29
　〃 四日町 　　池　敏　枝 84 7.  4
小　木 小木町 石　塚　富　美 93 6.20
　〃 小木町 藤　井　勝　平 82 6.20
　〃 小木町 太　田　ウ　メ 85 6.21
　〃 小木木野浦 佐々木　フ　サ 92 6.23
　〃 小木町 倉　田　長　次 86 7.  2
　〃 小木 風　間　幸　吉 73 7.  5
　〃 小木町 廣　橋　　　操 97 7.  7
　〃 小比叡 榊　�　知　明 82 7.  8
　〃 小比叡 佐々木　フ　キ 93 7.13
羽　茂 羽茂滝平 本　間　　　幸 94 6.19
　〃 羽茂本郷 山　田　フ　ミ 90 6.19
　〃 羽茂滝平 水　田　ヤ　エ 84 6.22
　〃 羽茂小泊 岡　﨑　安　甫 85 6.26
　〃 羽茂大崎 伊　達　モトミ 86 6.28
　〃 羽茂村山 小　田　キヌ子 84 7.11
　〃 羽茂本郷 金　津　幸　子 96 7.15
赤　泊 南新保 中　川　直　哉 87 6.24
　〃 赤泊 宇佐美　　　睦 84 6.29
　〃 徳和 渡　邉　尚　次 91 7.  4
　〃 下川茂 榊　原　シ　ゲ 98 7.  9

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 吾潟 土　屋　梨仁衣 彬充 6.  9
　〃 馬首 岩　間　　　結 大輔 6.10
　〃 長江 梅　本　蒼　生 友憲 6.11
　〃 加茂歌代 田　口　星　那 光一 6.15
　〃 両津湊 北　　　柚　希 定之 6.18
　〃 両津湊 栗　山　　　粋 大基 6.19
　〃 両津福浦一丁目 田　中　健　翔 芳一 6.23
　〃 旭 井　川　真　歩 悟 6.29
　〃 梅津 澁　谷　　　廉 宏輝 7.  3
　〃 両津夷 西　山　　　芹 忍 7.  4
相　川 相川八百屋町 後　藤　　　要 隆克 6.  8
　〃 相川米屋町 小　林　芽　生 直兄 6.11
　〃 入川 北　濱　　　理 隆 6.13
佐和田 八幡新町 村　岡　　　晄 通功 6.15
　〃 八幡 岡　田　拓　巳 洋平 6.19
　〃 市野沢 森　井　由　真 誠 6.26
　〃 真光寺 土　屋　杏央子 稔 6.27
金　井 金井新保 　　月　友　希 良允 6.  7

金　井 千種 安　藤　萌々花 隆浩 6.17
　〃 千種 和　田　明　志 哲也 6.19
　〃 千種 山　本　創　太 伸太 6.22
　〃 中興 髙　野　湊　太 和律 6.23
　〃　 千種 北　嶋　光　彦 俊樹 7.  2
　〃 千種 鍵　谷　奏　太 卓 7.  6
新　穂 新穂大野 豊　木　康　介 研次 6.11
　〃 新穂 本　間　七　葉 金五 6.11
　〃 新穂正明寺 久　文　七　樺 宏哲 7.  4
畑　野 寺田 渡　部　琉　斗 康朗 6.  8
　〃 宮川 根　　　暁　都 雅紀 6.13
　〃 畑野 松　田　綾　音 佳祐 6.16
　〃 目黒町 近　藤　紋之進 正章 6.17
小　木 木流 菊　地　杏　寿 将師 6.16
　〃 小木町 小　田　一　葵 一輝 7.  2
羽　茂 羽茂大橋 中　川　裕　貴 洋志 6.16
　〃 羽茂大橋 河　内　結　衣 司 6.25
赤　泊 下川茂 城　家　　　詩 奉則 6.26

（りにい）

（ゆい）

（あおい）

（そな）

（ゆずき）

（すい）

（けんと）

（まほ）

（れん）

（せり）

（かなめ）

（めい）

（まこと）

（あきら）

（たくみ）

（ゆま）

（あおね）

（ゆき）

（ももか）

（あかし）

（そうた）

（そうた）

（みつひこ）

（そうた）

（こうすけ）

（ななは）

（ななか）

（るいと）

（あきと）

（あやね）

（あやのしん）

（あんじゅ）

（いつき）

（ゆうき）

（ゆい）

（うた）



　佐渡市健康推進協議会は、
市民の健康増進に関する意識
の高揚を図り、健康で豊かな
地域づくりに寄与することを
目的に活動しています。
　金井支部では健康劇「金井い
きいき健康バス」を各地区で披
露し、生活習慣病予防について
啓発活動を行っています。地域
の方が楽しく学ぶ機会にもなり、
好評です。
　また、赤泊支部では「あいびす」という運動グルー
プがあり、毎月、赤泊地区の各名所をめぐりながらの
ウォーキングや室内でニュースポーツなどの運動をし
て運動不足解消にとりくんでいます。

甘いものにご用心
　糖分をとりすぎると、エネルギー過剰となり、体内で中性脂
肪に変わり肥満のもととなり、高血圧の原因になります。
　さらには脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病の引き金に
もなります。

◇間食の量と時間を決めよう
○�糖分がたくさん含まれている甘いお菓子やジュースなどは、
できるだけ控える
　�　のどが渇いたら水やお茶を飲みましょう。果物は果糖が多

いので、１日当たり握りこぶし１個分（150～200g）が目安。
○回数を決めて、だらだら食べない
　�　夜遅い時間は脂肪が蓄積されやすいので、夕方以降は

甘いものを控える。
○バランスの良い食生活を営むためには…
　砂糖の量　⇒　１日に大さじ１～２（10～20g）まで
　間食　　　⇒　１日100～200kcalまで
◇料理は薄味にしよう
　�　調味料はできるだけ控え、素材そのものの味が分かる味

付けにする。甘味だけでなくエネルギーも高いので、使い
過ぎないように。
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」「
ち

と
ち
ん
と
ん
」「
祭
り
太
鼓
」
な
ど
が
門

付
け
し
て
回
り
ま
す
。

　

花
火
大
会
は
、
三
尺
玉
２
発
や
、
佐
渡

島
内
最
大
の
二
尺
玉
入
り
の
超
豪
華
ス

タ
ー
マ
イ
ン
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
佐
渡
の

夏
祭
り
の
最
後
を
彩
り
ま
す
。

　

ま
た
、
花
火
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
は
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
友
好
都
市
の
入
間
市
「
お

囃
子
」、
歌
謡
シ
ョ
ー
に
は
、
門
倉
有
希

さ
ん
、
佳
山
明
生
さ
ん
、
石
井
里
佳
さ
ん

ら
が
出
演
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
８
月
29
日
㈯
午
前
８
時
45
分
～

　
　
　

８
月
30
日
㈰
終
日

会
場　
小
木
町
内
一
円
、
小
木
港

※
花
火
大
会
は
29
日
㈯
午
後
８
時
～

　
（
荒
天
順
延
31
日
㈪
ま
で
）

※
特
設
ス
テ
ー
ジ
は
29
日
㈯
午
後
５
時
45
分
～
午

後
７
時
45
分

お
問
い
合
わ
せ

　

小
木
港
祭
り
実
行
委
員
会
（
小
木
町　

商
工
会
内
）
☎
86
―
２
２
１
６

チョコレート（1枚40g）
220kcal、砂糖20g

ジュース
（250ml）
123kcal、砂
糖20.5g

スポーツ飲料
（250ml）
63kcal、砂糖
15.5g

大さじ１杯のカロリー 砂糖 40kcal
はちみつ 65kcal
みりん 43kcal

あんパン（1個80g）
213kcal、砂糖23.2g

23

佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 17

ヘルシー野菜料理
　　～夏野菜をたっぷり食べよう～

胡瓜ともやしの酢の物
材料（２人分）
　きゅうり：50g
　もやし：80g
　トマト：1/2個
たれ（Ａ）
　�すりごま：小さじ1、

しょうゆ：小さじ2、
砂糖：大さじ1/2、酢：大さじ1と1/2
作り方
① きゅうりは千切りにする
② もやしは、さっとゆでて冷ましておく
③ トマトは1cm角に切る
④ �①～③の材料をまぜ、食べる直前にＡ

のたれで和える。



特定外来生物の主なもの

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

■発行・編集　佐渡市役所 総合政策課広報広聴係　〒952-1292 佐渡市千種232番地　      ■発行日　平成27年8月10日
　TEL0259（63）3111㈹・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス https://www.city.sado.niigata.jp

市の面積　855.34㎢（平成25年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成24年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず

「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ �市役所地域振興課（情報政策係） �
　☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者 ㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成し、ご連絡先が必要です。詳しくは、市役所
総合政策課広報広聴係（☎63-3802）へお問い合わせください。

「特定外来生物」とは？
　外来生物（海外起源の外来種）のうち、もともとその地域にいなかったのに、人間の活動によって他の地域
から入ってきた生物のことで、生態系などに被害を及ぼすもの、またはそのおそれがあるものの中から環境大
臣が指定したものです。
　「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」により、指定のある動植物については、飼
育・栽培・保管・運搬・販売・譲渡・輸入が原則として禁止されています。販売等の目的で特定外来生物を飼
育、栽培した場合など悪質な違反をした場合、懲役または罰金が科せられることがあります。

市役所環境対策課　環境企画係　☎６３－３１１３

「要注意外来生物」とは？
　法による規制の対象外ですが、すでに日本に持ち込まれ、生態系に悪
影響を及ぼすおそれのある動植物が指定されています。

【外来生物被害予防３原則】へのご理解・ご協力をお願いします
１．入れない　�悪影響を及ぼすかもしれない外来生物をむやみに持ち

込まない
２．捨てない　飼っている外来生物を野外に捨てない
３．拡げない　野外にすでにいる外来生物は他の地域に拡げない

オオクチバス（ブラックバス） オオキンケイギク（花期は６月から７月頃） オオハンゴンソウ（花期は７月から８月頃）

セイタカアワダチソウ（花期は10月から11月頃）

をご存知ですか？特定外来生物


